
（1） はじめに

都市の広場に目を向けて研究の対象としたのは1984年の

ことであった。当研究室における継続的研究テーマ，10年間

の中心課題として，海外都市広場の調査を始めたのが1990

年であり，調査は2005年まで16年間継続し，調査回数は

20回を超える。以下にこれまでの調査実施状況を示す。

第1回は，東ヨーロッパ（ドイツ，ポーランド，チェコス

ロバキア，ハンガリー，ユーゴスラビア5カ国）を対象として

行われ，第2回は東ヨーロッパ（ハンガリー，ルーマニア，

ブルガリア）とトルコ，ギリシヤ，イタリアの6カ国を対

象とした。第3回はトルコ，ギリシヤ2カ国を対象とし，

第4回は，北欧とフランドルを中心としてドイツ，スイス，

フランスを付加。第5回はアラビア半島南端のイエメンを，

第6回はイタリア北部地域を対象として行われた。第7回

は，モロッコ，ポルトガル，スペインの3カ国で実施され，

第8回は，南仏，スペイン，ポルトガルの3カ国であった。

第9回調査は，第6回の北部イタリアを補完するべく南部

イタリアを対象地域とした。第10回調査は，ヨーロッパ

中央部であるドイツを中心に，その周辺部を含めて対象地

域とした。第11回調査は，第10回調査の補完の意味を含

めてポーランドとベネルクス3国を対象地域とした。第

12回調査は，チベットとネパールを対象地域とし，第13

回目の調査はロシア�バルト3国とした。第14回目調査

は中国蘇州周辺と三江周辺の2地域とした。第15回目調

査はフランス，スイス，イタリアで実施し，2000年にヨ

ーロッパで実施した駅空間の調査等の報告も加えている。

第16回目の調査はインドネシアのバリ島とし，第17回調

査はフランス南西部とした。第18回調査はインド北部地

域で行った。2005年の第19回目イギリス調査を以って，

一連の都市広場調査は一旦終了したが，本稿では主として

2009年に行った東欧地域都市広場の補完調査をまとめる。

さらに，2005年以降は，視点を変えてアジアの歩行者

空間に関する調査研究を行い，2005年から2009年に行っ

た5回の調査報告を本誌に発表している。以上の概要を以

下に示す。

（2） 調査計画

海外都市広場調査の第1回調査:東ヨーロッパ（ドイツ，

ポーランド，チェコスロバキア，ハンガリー，ユーゴスラビアの

5カ国）［1990年9月初旬から25日間実施］

第2回調査:東ヨーロッパ（ハンガリー，ルーマニア，ブル

―１―

学苑�環境デザイン学科紀要 No.873 1～22（2013�7）

東欧地域都市広場形態についての考察
� 2009年東欧地域海外都市広場補完調査報告�

芦川 智�金子友美�高木亜紀子

TheReportontheForm ofCitySquaresinEasternEurope

�TheComplementaryFieldSurveyofForeignCitySquaresinEasternEurope（2009）�

SatoruASHIKAWA,TomomiKANEKOandAkikoTAKAGI

Oursurveysonoverseascitysquaresbeganin1990ayearafterthefalloftheBerlinWall.The

firstsurveywereportedwasofEasternEuropeancitysquares.Sincethenwehaveconducted5surveys

inthearea,thelastofwhichwasdonein2009,nearlytwentyyearsafterthefirstsurvey.In2009wehoped

toobservethechangeswhichtheincreasingdemocratizationthatoccurredovertheprecedingtwodecades

hadbroughttothecities.Inaddition,wehopedtodosurveyswehadbeenunabletodobefore2009.

Thispaperreportsonthegeographicalandmorphologicalanalysesof28citysquares（14Czech,

5Polish,and9Slovakian）,eachwiththeiruniquehistories.

Keywords:citysquare（都市広場），openspace（空地），fieldsurvey（フィールド調査），communityspace

（コミュニティー空間）



ガリア），トルコ，ギリシヤ，イタリアの6カ国［1991年8

月初旬から28日間実施］

第3回調査:トルコ，ギリシヤの2カ国

［1992年7月末から27日間実施］

第4回調査:北欧とフランドルを中心としてドイツ，スイ

ス，フランスを加えた地域

［1993年9月初旬から18日間実施］

第5回調査:アラビア半島南端のイエメン

［1994年5月に13日間実施したが，内戦勃発のため中断，

1995年5月に再度実施］

第6回調査:イタリア北部地域

［1994年7月末から25日間実施］

第7回調査:モロッコ，ポルトガル，スペインの3カ国

［1995年8月21日から29日間実施］

第8回調査:南仏，スペイン，ポルトガルの3カ国

［1996年9月2日から24日間実施］

第9回調査:南イタリアを中心として北イタリア，オース

トリアを加えた地域

［1997年8月21日から25日間実施］

第10回調査:中欧地域としてドイツを中心にチェコ，フ

ランスを加えた3カ国

［1998年8月10日から27日間実施］

第11回調査:ポーランド，ベネルクス3国の4カ国

［1999年8月2日から22日間実施］

第12回調査:チベット，ネパールの2カ国

［2000年8月24日から15日間実施］

第13回調査:ロシア，バルト3国等の7カ国

［2001年8月4日から27日間実施］

第14回調査:中国蘇州周辺および三江周辺

［2002年8月29日から14日間実施］

第15回調査:フランス，スイス，イタリアの3カ国［2003

年8月25日から21日間実施］およびイギリス，フランス，

スイス，イタリアの4カ国［2000年9月14日から25日

の12日間実施］，鶴田佳子の単独調査地を付加。

第16回調査:インドネシアのバリ島

［2004年3月14日から6日間実施］

第17回調査:フランス南西部

［2004年9月15日から9日間実施］

第18回調査:北インド地域

［2005年3月12日から23日の12日間実施］

第19回調査:イギリス地域

［2005年9月2日から15日の14日間実施］

アジアの歩行者空間に関する研究の第1回報告:麗江（中

国），九�（台湾），伊香保（日本）等の歩行者空間

［2005年12月29日から8日間麗江で実施。2006年3月

13日から6日間台湾で実施。2006年3月27日から2日間

伊香保で実施］

第2回報告:2007年までに調査した階段空間を対象にそ

の空間特性を整理した報告

第3回報告:タイのバンコクおよび周辺都市

［2007年3月14日から7日間実施］

第4回報告:ウズベキスタン

［2008年3月14日から9日間実施］

第5回報告:韓国タルトンネ

［2008年9月24日から4日間，2009年1月4日から3日

間，2009年3月14日から6日間の3回実施］

2009年東欧地域海外都市広場補完調査

［2009年9月1日から16日間実施］

（3） 2009年東欧地域の調査概要

1990年から2005年まで継続的に行った海外都市広場調

査研究と，それ以降2009年まで行ったアジアの歩行者空

間に関する研究は，いずれも都市の歩行者空間の研究とし

てまとめられる対象である。

1990年第1回海外都市広場調査が行われたのは1989年

の東欧革命の翌年であったから，2009年の調査は革命20年

後の節目にあたる。調査目的は2つあり，1つは，20年を

経た東欧の都市の変貌を確認すること，いま1つは20年

前に調査できなかった広場の補完調査を行うことであった。

2012年に報告した「チェコ共和国における民主化と都

市空間の変化�民主化20年後の東欧�」（学苑No.861）は，

2009年時点での東欧都市の変貌についての報告である。

今回の報告は2009年の広場補完調査の報告である。実

施した国はチェコ，ポーランド，スロバキアである。

①調査対象国:東欧地域（2009年）

②実施期間:2009年9月1日～9月16日の16日間

③調査メンバー

調 査 研 究 責 任 者:芦川 智（昭和女子大学生活機構研

究科教授）

調査研究責任補助者:金子 友美（昭和女子大学環境デザイ

ン学科准教授）

同 :高木亜紀子（昭和女子大学環境デザイ

ン学科助手）

学部生スタッフ:小林美喜子（本学生活環境学科3年）

同 :高橋 優貴（本学生活環境学科3年）

同 :中島 瞳（本学生活環境学科3年）

同 :保坂 純子（本学生活環境学科3年）

同 :山本実可子（本学生活環境学科3年）
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④調査日程および調査行程図（図�1）

1.9月 1日（火） Tokyo→Wien

2.9月 2日（水） Wien→Mikulov→Brno（134km）

3.9月 3日（木） Brno→Velk�eMezi�r��c�→T�reb��c→

Tel�c→Praha（290km）

4.9月 4日（金） Praha市内

5.9月 5日（土） Praha→T�abor→�Cesk�eBud�ejovice

→�Cesk�y Krumlov→Prachatice→

Plze�n（351km）

6.9月 6日（日） Plze�n→M�elnik→Mlad�a Boleslav

→Liberec→Nymburk→Pod�ebrady

→HradecKr�alov�e（375km）

7.9月 7日（月） HradecKr�alov�e→Nysa→Wroc・aw

→（Opole）（340km）

8.9月 8日（火）（Opole）→ Gliwice→ Rybnik→

Krak�ow（315km）

9.9月 9日（水） Krak�ow→Ke�zmarok（167km）

10.9月10日（木） Ke�zmarok→Poprad→Spi�sskaNov�a

Ves→Levo�ca→Bardejov→Pre�sov

（201km）

11.9月11日（金） Pre�sov→（Vlkol�nec）→�Zilina→

Tren�c�n（331km）

12.9月12日（土） Tren�c�n→ Bansk�a �Stiavnica→

Bansk�aBystrica（252km）

13.9月13日（日） Bansk�a Bystrica→（Hollok�o）→

Budapest（267km）

14.9月14日（月） Budapest→Wien（271km）

15.9月15日（火） Wien→

16.9月16日（水） →Tokyo 走行距離合計 3,294km

※（ ）内の距離数は車での移動距離を示す

（4） 調査内容と方法

調査準備は文献収集から始まる。文献資料から調査対象

候補都市を選定し，その都市図と調査すべき広場の状況を

把握し，歴史的経緯を読みとる作業を従来のごとく行った。

一都市に広場は多く存在するが，その都市の中心となる空

間を探し，そこに存在する広場を対象としていくことが原

則である。

目標の都市に到着すると，その都市の市街地図や道路標

識などを手がかりとし，現地の住民にヒアリングをしなが

らセンターゾーンにアプローチする。都市のセンター概念

の明確な今回の場合は比較的センターと広場が対応してい

る場合が多かった。

①調査内容:具体的な調査内容は以下のようになる。

●測定�作業:平面形態（平面図の作成），規模の測定，フ

ァサードの記録（ビデオ，写真），関係資料の収集（地図，

パンフレット，絵はがき，文献等）

●観察�確認項目:都市における位置，広場名称，広場機

能，周辺建築の種別

●その他，各調査員による観察�ヒアリング等

②調査機材:カメラ，ビデオ，距離測定機器，コンベック

ス，スケッチブック等

（5） 調査結果の概観

調査都市の数は24都市で，それぞれチェコ14広場，ポ

ーランド5広場，スロバキア9広場となっており，28の

調査事例を得た。そのリストを図�2 2009年東欧地域海

外都市広場補完調査リストに示す。
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図�2 2009年東欧地域海外都市広場補完調査リスト
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28事例の広場の規模分布を以下のグラフ（図�3）に示す。

全体の平均は12,241.385m2であった。最大の広場はスロ

バキアのスピシュスカー�ノバー�ベス（SVK�09�03）で

あり，その面積は70,248.5m2で突出していた。平均以上

の広場は8つであり，そのうち5広場がスロバキアの広場

である。つまり今回の調査によって得られた28事例は，

面積が上位の広場は巨大であり，特にスロバキアの事例に

おいて大きな面積のものが多く見られたということである。

ちなみに第19回までの海外都市広場調査の面積平均は，

8,073.28m2である。

これらの結果を受けて，次項ではスロバキアの都市と広

場に着目し，その特徴を記す。さらに街路状の広場の平面

形体に着目し，周長と面積を用いた指標化を試みる。

（6） スロバキアの都市と広場

①スロバキアの概要

スロバキア共和国（以下スロバキアと略記）は，ヨーロッ

パ中部に位置し，国土面積は49,037km2（日本の約1/7）で

ある。人口は544.5万人（2011年9月スロバキア統計局）で

あり，その85.2％がスロバキア人である。

スロバキアは周囲5カ国と国境を接し，国土の80％が

海抜750m以上の高地に位置する。北部は山岳地帯で鉱

工業，林業，放牧などが盛んであり，南部は平野が多く農

産物の供給地となっている。

②スロバキアの歴史

近代から現代にかけてスロバキアの歴史で大きな転機と

なったのは，1918年のチェコスロバキア共和国の建国で

ある。それ以前の約1000年は9世紀の大モラビア国時代

と同国の滅亡を経てのハンガリー王国による支配（10世紀）

が続いていた。それが18世紀末からの民族再生運動の流

れの中で，第一次世界大戦とオーストリア�ハンガリー帝

国崩壊を受けチェコ人との共同国家としてチェコスロバキ

アが成立したのである。その後1939年にはナチス�ドイ

ツによってチェコスロバキアは解体され，スロバキア国と

して独立している。第二次世界大戦ではスロバキアは当初

ドイツと行動を共にしており，ポーランド進撃（1939），

日独伊三国同盟参加（1940），日独伊防共協定参加（1941），

対ソ連宣戦布告（1941）を行っている。

第二次世界大戦後はチェコスロバキア国として復興し，

スロバキアはひとつの地方としてこの国に再統合された。

1948年には共産党が国家権力を掌握し，強硬な社会主義化

政策が実施された。しかし1960年代には経済停滞が顕著

になり，民主化�連邦化を目指す動きが強まっていく。1968

年「プラハの春」を契機とした民主化運動は，スロバキア

では連邦化へと向かい，1969年チェコとスロバキアはそ

れぞれ社会主義共和国として連邦体制をとることになる。

1970年から80年代にかけて幾度かの反体制運動が発生

するが，いずれも鎮圧され大勢を揺るがす動きとはなり得

なかった。

そして1980年代末のいわゆる東欧革命によって，チェ

コスロバキアも共産主義体制が終焉を迎え，1993年には

平和裡にチェコと連邦制を解消，スロバキア共和国として

独立した。同年国連に加盟し，2004年にはNATOおよび

EUに加盟している。

③スロバキアの街路状の広場

1990年および 2009年の2回の調査で訪れたスロバキア

の都市は11都市である。これらの都市で行った調査の結

果，8都市において広場平面が細長く街路空間に近い形状

（以下街路状の広場と称す）をもつ8事例を確認した。調査

を行った11都市はスロバキア全体の中ではごく一部の都

市にすぎないが，そのうちの8都市においてこのような事

例が見られたことから，街路状の広場はスロバキアの広場

のひとつの特徴ではないかと推測した。

そこでスロバキア政府観光局のホームページに掲載され

ている85都市について，webサイトの航空写真および地

上レベルの写真を利用して，都市の中心部における街路状
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図�3 広場調査事例の分析
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の広場の有無とその空間の特徴を調べた。これはあくまで

航空写真等に依拠した筆者らの目視による判断を含むため，

広場空間の実態，現状とは異なる内容も含まれる可能性が

ある。しかし，明らかに細長い街路状の平面形状をもつ空

間の存在は，航空写真からも十分に判別のつくものであっ

た。結果，表�1に示すように全体85都市中，31都市につ

いて街路状の広場の存在が確認できた。これら31例の中

には筆者らによる2回（1990年�2009年）の都市広場調査

で確認した8都市8事例が含まれる。

④街路状の広場の特徴

表�1に示した空間の特徴（表の横軸の項目）は以下に記

すとおりである。

A.複数の通りからなる

事例の多くは単一の空間からなるものであったが，複数

の通りによって形成されている事例が3都市で確認された。

B.緑地帯が有る

この緑地帯とは，単なる街路樹ではなく，芝生地や，見

通しを遮るような木立の塊として認識できる規模のものと

した。緑地が含まれる広場は18都市18事例であった。

C.歩行者の空間と車両の空間の関係

a.歩行者用に整備されている

路面の舗装デザインや噴水�彫刻，ベンチなど現代的な

デザインが施され歩行者用に整備されている様子がうかが

えるものが15都市で確認された。これらの中には，対象
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表�1 スロバキアの街路状の広場

No. 都市名

調査実施
複数の
通りか
らなる

緑地帯
有

歩行者の空間と車両の空間 広場内独立した建築物

主要建
築物有

商業機
能有2009 1990

歩行者
用に整
備

歩行者
用ゾー
ン有

外周車
道有

外周片
側車道
有

駐車場
が含ま
れる

複数内
包され
る

単数内
包され
る

非内包

1 BRATISLAVA ● ● ● ● ● ● ●

2 BANSK�A BYSTRICA ● ● ● ● ● ●

3 KO�SICE ● ● ● ● ●

4 BANSK�A�STIAVNICA ● ● ● ● ● ●

5 KE�ZMAROK ● ● ● ● ● ●

6 LEVO�CA ● ● ● ● ●

7 NITRA ● ● ● ● ●

8 POPRAD ● ● ● ● ● ●

9 PRE�SOV ● ● ● ● ●

10 TREN�C�IN ● ● ● ● ●

11 TRNAVA ● ● ● ● ● ●

12 DETVA ● ● ● ● ● ● ●

13 DOLN�Y KUB�N ● ● ● ● ●

14 GELNICA ● ● ● ● ● ●

15 HUMENN�E ● ● ● ● ● ●

16 ILAVA ● ● ● ● ● ● ●

17 KRUPINA ● ● ● ●

18 LU�CENEC ● ● ● ● ● ●

19 MARTIN ● ● ● ● ● ●

20 MICHALOVCE ● ● ● ●

21 MODRA ● ● ● ● ● ●

22 MOLDAVA NADBODVOU ● ● ● ● ● ●

23 PIE�Z�TANY ● ● ● ●

24 SABINOV ● ● ● ● ● ●

25 SENEC ● ● ● ● ● ● ●

26 SENICA ● ● ● ● ● ●

27 SPI�SSK�A NOV�A VES ● ● ● ● ● ● ●

28 SV�AT�Y JUR ● ● ● ● ● ●

29 �ST�UROVO ● ● ● ● ●

30 ZVOLEN ● ● ● ● ● ●

31 POLT�AR ● ● ● ● ●

計 7 1 3 18 15 11 9 13 13 12 8 11 26 30



空間のうちの一部分が整備されているものと，全体的に整

備されているものがある。

b.歩行者用ゾーンが有る

対象空間への車両の進入が規制され，歩行者用の空間が

確保されていたものが11都市にあった。これらは広場内

の全体または一部分で車道が進入していない空間があり，

後述の片側でも車両が通行できる空間が含まれるものは除

いてある。

c.外周車道が有る

広場内に車両の空間が含まれるもののうち，街路状の空

間の両側に車道があるものが9都市で見られた。これらは

いずれも中央部に中州状の歩行者用の空間があり，その端

部または中間部で車道が回り込める形になっている。車両

は広場のまわりを一周することができる。

d.外周片側車道が有る

広場内を道路が貫通する形で車道が設けられているもの

で，13事例が該当した。規模によっては，道路に沿って

駐車場が設けられているものも複数見られた。

e.駐車場が含まれる

広場空間内に駐車場が含まれるものが13の都市で確認

できた。駐車場としてある程度まとまりのある面積が確保

されているもの，車道に沿って駐車スペースが確保されて

いるものがある。また歩行者用ゾーンが設けられている場

合は，広場内外を含めて歩行者用ゾーンの端部に駐車場が

設置されている場合が多い。

D.広場内の独立した建築物の有無

広場内に建築物が独立した形で配置されているものがあ

る。複数�単数内包されるもの合わせて計20都市におい

て独立した建築物の存在が確認できた。

a.複数の建築物が内包されている

複数の建築物が内包されるものは12都市で確認した。

それらの建築物は，市庁舎，教会，劇場など都市の主要な

施設である場合が多い。商業施設が含まれる場合もある。

それらは各々独立した建築物となっていて，街路状の広場

内に点在するような配置となっている。

b.単数の建築物が内包されている

内包されている建築物が単数の広場は8事例あった。

内包される建築物は前述複数内包される広場同様，都市の

主要な建築物の場合が多い。市庁舎，教会，国立劇場など

である。

c.非内包

31都市中11の都市の事例では建築物の内包が確認され

なかった。

E.主要建築物が有る

広場内部および外周部に主要な建築物が位置するものは

26都市にあった。主要な建築物とは，市庁舎などの行政

関連施設，教会，劇場，郵便局など都市の中心的機能を担

う施設である。また音楽やダンスで客をもてなすためのレ

ドゥタ（raduta）という施設がある都市もある（現在は他の

機能となっている）。

F.商業機能が有る

街路状の広場が確認できた31都市中，30の都市では広

場内に商業施設があった。小規模な個人商店から，比較的

近年整備されたとみられるスーパーマーケット，あるいは

仮設の店舗，市場施設など種類は多様である。いずれも人

の集まる場所として商業機能を担っている空間である。

これらの特徴を踏まえ，以下にスロバキアの街路状の広

場調査事例を紹介する。

⑤スロバキアの街路状の広場事例

■ケジュマロック（SVK�09�01）

（2つの街路状の空間から構成される広場）

ケジュマロックはスロバキア東部のプレショフ州の町で

ある。町は聖十字架教会（写真1）を中心に発展してきた。

広場は街路状で，聖十字架教会の南側を囲むようにV字

型に構成されている。V字の角の部分に向かって幅員が

広くなっており，そこに市庁舎が内包されている（写真2）。

市庁舎の周囲は歩道が広くなっており，北東側は公園風

に整備されていた（写真3）。また，市庁舎の北西側には音

楽やダンスで客をもてなす施設レドゥタがあるが，現在は

警察という表記もあった（写真4）。歩行者の空間にはなっ

ていないが，車の交通量は少ない。

類似事例としてバンスカー�シュティアブニツァ（SVK�

09�08）が挙げられる。こちらの町の中心は聖三位一体広場

と市庁舎広場の2つの通り状の広場で構成されている。2

つの広場の間には市庁舎と聖カタリナ教会がある（写真5）。
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写真1 聖十字架教会を中心に
町は発展してきた。

写真2 市庁舎を中心に広場は
両側へ広がっている。

写真3 市庁舎の北東側。歩行
者ゾーンが広くなっている。

写真4 レドゥタという音楽施
設



ヨーロッパでも重要な鉱山都市のひとつであったため，広

場には裕福な市民や鉱山事業家の住居が多く建てられた。

広場は斜面地で，北が高く南が低くなっている。調査時は

伝統的な祭りが開催され，仮設舞台や露店が並び，多くの

人で賑わっていた（写真6）。

■バンスカー�ビストリツァ（SVK�09�09）

（歩行者の空間として整備されている広場）

バンスカー�ビストリツァはスロバキア中部の中心都市

である。15～16世紀を中心に鉱山の町として繁栄した。

広場は1本の通りで構成される街路状で，歩行者の空間

として整備されている。周囲を囲む建物は，町が繁栄した

15～16世紀に建てられた。内部には建物はなく，植栽，

噴水，記念碑などが配置されている（写真7）。広場の北東

端には時計塔があり，塔の上から広場を一望できる（写真

8）。調査時はイベントが開催され，仮設舞台や露店が並び，

多くの人で賑わっていた（写真9）。また，広場の北側には

�StefanaMoyzesa広場があり，そこには城がある。この

城は，複合施設となっていて，砦，町城，聖母マリアの昇

天教区教会，聖十字架教会，マティアス館，官邸が含まれ

る（写真10）。

類似事例としてポプラト（SVK�09�02）が挙げられる。

ポプラトの広場は北端に駐車場があり，その先は車両は進

入することができない。中央に2つの教会を含む複数の建

物が内包されている（写真11）。南北方向に高低差があり，

一部に階段やスロープが設けられている（写真12）。今回

の調査事例の中で3番目に大きい広場である。

■プレショフ（SVK�09�05）

（広場の外周を通りが囲んでいる広場）

プレショフはスロバキアで人口第3位の都市であり，北

東スロバキアの文化�商業の中心地である。15～17世紀

に手工芸と貿易により大きな繁栄を遂げた。

広場は2つの通りとその間の部分で構成されている。東

側は交通量の多い車道で路面電車やバスも通る（写真13）。

西側の通りおよび中央部は歩行者の空間となっている。広

場は南北方向にも東西方向にも起伏があるため，通りに階

段が設けられている箇所がある（写真14）。

中央部には聖ミクラーシュ教会を含む複数の建物が内包

されており，教会の塔はランドマークになっている（写真

15）。中央部の南側には像や噴水などが整備され，憩いの

空間になっている（写真16）。今回の調査事例の中で2番

目に大きい広場である。

類似事例としてスピシュスカー�ノバー�ベス（SVK�09�

03）とトレンチーン（SVK�09�07）が挙げられる。

スピシュスカー�ノバー�ベスの広場は，通りは両側と
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写真 5 市庁舎（左）と聖カタ
リナ教会（中央）

写真6 聖三位一体広場。仮設
舞台や露店が並んでいた。

写真 7 中央部には植栽，噴水，
記念碑などが配置されている。

写真8 時計塔から見た広場の
様子

写真 9 仮設舞台（奥）や露店
（左）が並んでいた。

写真10 城の複合施設

写真 11 中央部に内包された福
音教会と憩いの空間

写真 12 南北方向（広場の短辺

方向）に設けられた階段

写真 13 東側の通りは路面電車
やバスも通り交通量が多い。

写真 14 広場には起伏があり，
階段が設けられている。

写真 15 中央部に内包される聖
ミクラーシュ教会

写真 16 噴水の周りの憩いの空
間



も交通量の多い車道だが，北側には広い所で幅員20m程

の歩道が設けられており，ベンチやオープンカフェのテー

ブルと椅子が並ぶ（写真17）。中央部は緑地になっており，

歩行者の空間である。教区教会などの主要施設および噴水

や記念碑が配置されている（写真18）。今回の調査事例の

中で最も大きな広場である。

トレンチーンの広場も同様に両側を車道に囲まれている

が，規模も小さく交通量も少ないため，前述のプレショフ

およびスピシュスカー�ノバー�ベスとは印象が異なる。

中央部に建物は内包されていない。南西端には市庁舎が，

その斜向かいには聖フランシスコ�ザビエルのピアリスト

教会�修道院がある。広場の南東側にはトレンチーン城が

聳えており，ここから広場を含む町を一望することができ

る（写真19）。調査前日に広場では祭りが開かれており，

仮設舞台や露店が並んでいた（写真20）。

（7） 形体指標による広場の平均幅員と長さの考え方

①アクティビティの規模の把握

広場の空間の中での人々のアクティビティは多様である。

人間1人から始まって複数名，あるいは大集合としての活

動まで，段階を追って規模が拡大していく。アクティビテ

ィの規模は人間集合のみならず，露店や山車などの用具が

加わることで増大する。ひとまず人間集合の規模を把握す

る場合，人間対人間の距離感覚が重要となる。

これにはE.ホールの『かくれた次元』（文献No.70）に示

される距離感覚が有効である。広場でのアクティビティに

対応する人間間の適正距離はおそらく排他域（密接距離）か

ら会話域（個体距離）あたりの幅つまり0.3m～1.5mの規

模でアクティビティの性質によってその大きさが変化する

形体であろう。

広場の規模あるいは形状によって人間のアクティビティ

の規模は変化する。つまり，径幅員Rの領域空間におけ

る人間集合のアクティビティの規模をA
R
Cとし，その領域

をERとすると，以下の集合表現が成り立つ。

A
R
C・・Pn・・nP

r
i・ER・

ただし，P
r
iはアクティビティに対応する適正な人間と

人間の距離r（0.3≦r≦1.5m）を含んだ1人の人間を示す。

ここで，径幅員とはひとつのまとまりをもった人間集合

の大きさをその集合の差し渡しととらえ，概ね円形の直径

の表す幅員として「径幅員R」と定義する（図�4）。

②広場の幅員によるアクティビティの規模の相違

広場の幅員によってアクティビティの規模は異なる。図�

5は1人の人間のアクティビティをE.ホールの会話域の最

小値0.6mとしたとき，幅員の相違によりアクティビティ

の規模が多様に存在可能となることを示している。

ここで，人間集合のアクティビティ規模に幅員が重要な

影響力を有する要素となることが示されたといえる。

③街路状の広場の形体指標

街路状の広場の形体的特徴は，通常の広がりを持った広

場に対して，幅員が異なることによってアクティビティの

規模も異なる点にある。ここで街路状の広場形体を指標化

する要素として周長 Lをとりあげ，同一周長で最大面積

となる正円面積 Smに対して，その対象となる広場面積 S

がどの程度低減されているかを計量する。そして，その低

減率 kに相当する長方形を下記の算定式により計算して

短辺を平均幅員Laとする。また，短辺に対する長辺の比

率をxとしてその比率を算定する。
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写真17 北側の歩道は幅員が広
く設けられている。

写真18 中央部は大規模な緑地
になっている。

写真19 城から見た広場と町の
様子

写真 20 調査時は露店が並ん
でいた。広場から城が見える。

図�4 人間間の距離を考慮した人間集合の規模

図�5 広場の幅員によって
規模が異なる人間集合



Sm・L
2
・4・

k・S・Sm

La・・L・ ・L
2
・16S・・ ・・4（根の公式より導入）

x・S・La

La・・1・x・・2・L

以上を実例に従って算定したものが図�7で，イギリス

の街路状の広場を示すコルチェスター（GBR�05�38）（「学

苑」No.789「イギリス都市広場形態についての考察」）の場合

に上記手法を適用した図である。これにより，街路状の広

場を長方形に置き換え，形体的性質を示すことができる。

④形体指標の意味

まず同一周長の最大円に対する低減率が意味することと

しては，図�8に示されるごとく�平になるほど低減率が

大きいことが明らかである。従って，面積低減率が，広が

りを持った通常の広場に対して，街路状の形体の特徴を示

す指標となりうると考える。また，街路状の形体はこの低

減率に対応した長方形の形体への変換が可能で，その形体

の短辺を�平した形の平均した幅員と考えることができる。

そして最大幅員は，実際の広場平面で最大円を描いたとき

の直径として測定し，平均幅員との関係によって，�平な

広場形体で何らかの膨らみを持った形体を捉える指標とし，

これを膨らみ率（Lm/La）と名づけてひとつの形体的指標

としての意味付けを行った。

⑤形体分析をスロバキアの広場に適用

表�2は今回の調査で採集した広場に，地図情報から採

集した広場を加えた12都市について，面積および周長等

をまとめたもので，図�9はその広場形体である。図�10は

③で示された形体分析方法を適用しそれぞれ平均幅員を算

定し，長方形図形に置き換えたものである。元の広場図形

から求めた最大幅員（図中円で示している）を並記すること

で，増幅率の視覚化を図ったものである。この作図手法に

より，それぞれの形体概念の把握が可能となる。
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図�6 広場の外形を元にした算定値（Lm:最大幅員）

図�7 諸数値の算定 イギリスの事例コルチェスターのハイ
ストリートを例とした算定値

図�8 形体の有する特徴

表�2 スロバキアの都市広場の形体分析（表中面積の単位はm2，長さの単位はmである。）

No. 都市名 面積 面積S（外
形より算定） L（周長） La

（平均幅員）
Lm

（最大幅員）
Sm

（最大面積）
k（低減率）
S/Sm

長辺
（S/La）

膨らみ率
（Lm/La）

1 BRATISLAVA 23,417 23,417 911 59 77 66,077 0.35 397 1.31

2 BANSK�A BYSTRICA 14,090 14,090 649 52 66 33,535 0.42 271 1.27

3 KO�SICE 34,483 37,615 1,148 75 84 104,929 0.36 502 1.12

4 BANSK�A�STIAVNICA 9,192 10,160 713 31 60 40,475 0.25 328 1.94

5 KE�ZMAROK 12,699 13,172 864 33 64 59,434 0.22 399 1.94

8 POPRAD 24,344 26,907 965 64 74 74,142 0.36 420 1.16

9 PRE�SOV 30,824 34,512 1,235 62 91 121,435 0.28 557 1.47

10 TREN�C�N 8,267 8,267 624 29 42 31,001 0.27 285 1.45

19 MARTIN 18,209 20,167 1,030 43 47 84,467 0.24 469 1.09

20 MICHALOVCE 16,854 17,038 895 42 57 63,776 0.27 406 1.36

27 SPI�SSK�A NOV�A VES 70,249 75,619 1,519 118 151 183,707 0.41 641 1.28

30 ZVOLEN 49,099 49,991 1,377 82 109 150,966 0.33 610 1.33

平均 25,977 27,580 994 58 77 84,495 0.31 440 1.39

標準偏差 17,455.3 18,727.5 270.0 24.5 28.7 45,592.0 0.1 114.7 0.3

※No.は表�1に示したものである。
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図�9 スロバキアの12広場の形体

図�10 平均幅員算定による矩形化（スロバキアの都市広場の特徴）と最大幅員



（8） おわりに

研究室では1990年と1991年に東欧諸国についての調査

を行っている。これらは東欧革命直後の調査で，調査の遂

行には様々な困難があったことはこれまでも報告してきた。

現地での給油や国境越えはもとより，見慣れぬ東洋人に注

がれる視線は冷ややかなものであった。さらに当時日本国

内において，東欧諸国に関する文献を入手することは容易

なことではなかった。かろうじて出版されていたガイドブ

ックと英語やドイツ語の文献を頼りに情報を集め，現地調

査に臨んだのであった。

それに比べ2009年調査では，現地での調査がスムーズ

に進行したことは言うまでもない。都市空間は西側諸国と

何ら変わりはなかった。そして調査準備�調査後のまとめ

作業においても書籍やwebサイトから豊富な情報を入手

することができた。表�1に示したスロバキアの都市情報

はwebサイト無しにはまとめることができなかった。約

20年の歳月は都市空間だけでなく情報入手の方法にも大

きな変化をもたらしている。豊富な航空写真や地上レベル

の写真によって，日本にいながらにしてかなりの情報は入

手可能となった。

今後の調査活動においては，こうした情報の扱いとそれ

らを活用する方法が問われることになろう。さらに，現地

でしか入手できない情報を活かし，実在する空間の魅力を

可視化する方法を探りたい。

2009年の東欧諸国は，民主化とともに広場の景観が大

幅に整えられ，露店が並び，人々の数が増え，賑やかさが

増したことは確かであるが，広場の形体そのものは1990年

時点とほとんど変わっていなかった。おそらく第二次世界

大戦で被害を受けたところ以外は，戦前の状態と比べても

変化がないであろうと思われる。この恒久性について，断

片的にではあれ認識できたことも収穫のひとつであった。

本稿ではまた，広場形体についての各指標を導入し，形

体分析手法を用いて街路状広場の形体的特徴を記述し，そ

の手法の有効性を示すことができたと考えている。

参考文献一覧

01.Urban Developmentin East-CentralEurope:Poland,

CzechoslovakiaandHungary,E.A.Gutkind,TheFree

Press,1972

02.Pam�e�tM�est,Odeon,1975

03.EyewitnessTravelGuides:Czech& SlovakRepublics,

DorlingKindersley,2006

04.Czech & Slovak Republics,RobHumphreys他，The

RoughGuides,1996

05.Tschechoslowakei,ErhardGorys,DumontBuchverlag,

1990

06.LonelyPlanet:Czech&SlovakRepublics,JohnKing他，

LonelyPlanetPublications,1995

07.Prospect:NewEuropeCzechoslovakia,JanaNovotn�a他，

ProspectPublishing,1991

08.BlueGuide:Czechoslovakia,Jana Novotna他，A&C

Black,1992

09.EyewitnessTravelGuides:Poland,DorlingKindersley,

2001

10.LonelyPlanet:Poland,LonelyPlanetPublications,1996

11.Polen,IvanBentchev他，DumontBuchverlag,1990

12.MichelinGreenGuide:Poland,MichelinApaPublications,

2007

13.BaedekerPolen,Baedeker,1994

14.Reisef�uhrerdurchdasOppelnerLand,EwaBrosz他，

AlkazarAgencjaWydawniczo,2008

15.地球の歩き方 A26 チェコ/ポーランド/スロヴァキア

2009～2010年版，地球の歩き方編集室，ダイヤモンド�ビ

ッグ社，2009

16.ガイドブック音楽と美術の旅/チェコ�スロヴァキア�ハン

ガリー�ポーランド，音楽之友社，1995

17.世界の建築�街並みガイド5オーストリア/ポーランド/チ

ェコ/スロヴァキア/ハンガリー/ルーマニア，エクスナレッ

ジ，2004

18.ワールドガイド チェコ�ハンガリー�ポーランド，JTB

パブリッシング，2008

19.図説 チェコとスロヴァキア，�摩秀登，河出書房新社，

2006

20.旅名人ブックス45 プラハ�チェコ 中世の面影を残す中

欧の町々，沖島博美 他，日経BP企画，2008

21.スロヴァキア 絵入りガイド，MartinSloboda,MSAgency

s.r.o.,2006

22.HistoricSitesofJewishMikulov,JaroslavKlenovsk�y,

MikulovRegionalMuseum,2000

23.Mikulov,Ludeslava�Sul�akov�a,Oswald,1992

24.BrnoCityGuide,Ale�sFilip,K-public,2006

25.Velk�eMezi�r��c�Historick�eajin�ezaj�mavosti,Vladim�r

Makovsk�y,M�estoVelk�eMezi�r��c�,2007

26.T�reb��c:HistoryandSights,2006

27.地球�街角ガイド タビト 6プラハ，同朋舎出版，1995

28.チェスキー�クルムロフ 歴史的な町，城砦，城，Mgr.

ZdenaFla�skov�a,Vydavatelstv�MCU s.r.o.,2007

29.チェスキー クルムロフ 中央ヨーロッパの魅力的な町，ペ

トル パヴェレッツ

30.Liberec,LiborSv�a�cek,Vydavatelstv�MCU s.r.o.,2009

31.Nysa,�Sl・skiRzym,Zbigniew Zalewski,Wydawnictwo

MS,2007

―21―



32.Gliwice WczorajGleiwitz Gestern,Marek Gabzdyl,

Wok�o・nas,2009

33.Ke�zmarok,NoraBar�athov�a他，JADRO,2006

34.Spi�sskaNov�aVes,JurajSpiritza他，Minifotografick�e

publik�acie,2001

35.BardejovaOkolie,Franti�sekGutek他，ARSMonument,

1997

36.TuristicGuide:BardejovandVicinity,JurajPopjak他，

Grafotl�cBardejov,2006

37.HistoricalSightsinPre�sovandItsSurroundings,Dion�yz

Dugas,Dino,2005

38.�Zilinanastar�ychpohl・adniciach,Mari�anMrva,Dajama,

2008

39.TheCityof�ZilinaandItsSurroundings,J�an�Stofko他，

Kni�zn�ecentrum

40.Tren�c�n:PictorialGuide:MartinSloboda,MSAgency

s.r.o.,2005

41.Bansk�a�Stiavnica,Mari�anLichner他，�St�udioHarmony,

2005

42.ブリタニカ国際大百科事典 電子辞書対応小項目版，ブリタ

ニカ�ジャパン，2009

43.デジタル大辞泉，小学館，1998

44.スロバキア政府観光局，http://www.slovakia.travel,2013/

5/4

45.Mikulov M�esto sv�un�jihu,http://www.mikulov.cz/,

2012/10/10

46.ofici�aln�webstatut�arn�hom�estaBrna,http://www.brno

.cz/uvodni-strana/,2012/10/24

47.M�estoVelk�eMezi�r��c�,http://www.mestovm.cz/,2012/

10/24

48.T�reb��c:Ofici�aln�internetov�estr�ankym�esta,http://www

.trebic.cz/,2012/11/7

49.Praha.eu,http://www.praha.eu/jnp/cz/home/magistrat

/index.html,2012/11/21

50.�Cesk�yKrumlov:ofici�aln�informa�cn�syst�em,http://www

.ckrumlov.info/php/,2012/12/5

51.Informa�cn� server regionu Prachatice, http://www

.prachatice.cz/,2012/12/5

52.M�esto M�eln�k:ofici�aln�str�anky m�esta,http://www

.melnik.cz/,2012/12/12

53.Statut�arn�m�estoLiberec,http://www.liberec.cz/,2012/

12/19

54.Ofici�aln�str�ankym�estaNymburk,http://www.meu-nbk

.cz/,2012/12/19

55.Pod�ebrady m�esto na�sich srac�, http://www.mesto

-podebrady.cz/,2012/12/27

56.Nysa portalurz・du miejskiego,http://www.nysa.eu/,

2012/12/27

57.GliwicestareMiasto,https://gliwice.eu/,2012/12/27

58.portal miasta Rybnika, http://www.rybnik.com.pl/,

2012/12/27

59.Magiczny Krak�ow, http://www.krakow.pl/english/,

2013/1/30

60.Ofici�alne str�anky mesta Ke�zmarok, http://www

.kezmarok.sk/obcan/,2013/4/17

61.MestoPoprad,http://www.poprad.sk/,2013/4/17

62.Spi�sska Nov�a Ves.eu,http://www.spisskanovaves.eu/,

2013/4/24

63.Bardejov-najkraj�siemestonaSlovensku,http://www.e

-bardejov.sk/,2013/4/24

64.mestoPre�sov,http://www.presov.sk/portal/,2013/5/2

65.Town of �Zilina Tourist Information, http://www

.tikzilina.eu/en/,2013/5/2

66.Ofici�alneStr�anky Mesta Tren�c�n,http://www.trencin

.sk/mesto,2013/5/2

67.Bansk�a�StiavnicaMestosvetov�ehodedi�cstva,http://www

.banskastiavnica.sk/index.html,2013/5/2

68.Ofici�alnestr�ankymestaBansk�aBystrica,http://www

.banskabystrica.sk/,2013/5/2

69.外務省 各国地域情勢 欧州 スロバキア共和国，http://

www.mofa.go.jp/mofaj/area/slovak/,2013/5/3

70.かくれた次元，エドワード�ホール，みすず書房，1970

71.東欧を知る事典，平凡社，1993

72.Googleマップ，http://maps.google.co.jp,2013/5/28

73.都市のオープンスペースの概念規定モデル�ヨーロッパの都

市広場とアジアの都市空間の分析�，金子友美，学位論文

（昭和女子大学），2013

（あしかわ さとる 環境デザイン学科）

（かねこ ともみ 環境デザイン学科）

（たかぎ あきこ 環境デザイン学科）

―22―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


